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研究テーマ：財政政策の効果に関する分析
博士学位請求論文題目 (予定)：財政政策の効果に関する分析

学歴
2009年 3月 同志社大学商学部卒業、商学学士
2009年 4月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程 (経済理論・経済統計専攻) 入学
2011年 3月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程 (経済理論・経済統計専攻) 修了、経済学修士
2011年 4月 一橋大学大学院経済学研究科後期博士課程 (経済理論・経済統計専攻) 入学
2012年 7月 同課程在学中

職歴
2011年 5月～2012年 3月
一橋大学グローバル COE「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」COEフェロー
2011年 5月～2011年 8月
一橋大学大学院国際・公共政策大学院 TA(マクロ経済分析担当)

2012年 4月
財務省財務総合政策研究所理論研修 TA(マクロ経済学演習担当)

2012年 4月～
日本政策投資銀行設備投資研究所非常勤研究員
2012年 5月～2013年 3月
一橋大学グローバル COE「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」COEフェロー
2012年 5月～2012年 8月
一橋大学大学院経済学研究科 TA(上級マクロ経済学担当)

2012年 9月～
成城大学経済学部非常勤講師 (経済学演習 II 担当)
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